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記録 
▼ 情報活用能力育成機構運営委員会（第 1 回）（メール審議）：令和 2 年 4 月 7 日～8 日 
「審議事項」 
1. 成績通知及び履修仮登録の実施について（2 年生以上） 
2. 授業方法提供アンケートの実施について（教員への調査） 
3. 学生の通信環境の調査の実施について（2 年生以上） 
 
▼ 情報活用能力育成機構運営委員会（第 2 回）：令和 2 年 4 月 10 日 
「報告事項」 
1. 教員からの質問・要望等の受付と回答について 
2. 1 年生の ID 交付等について 
「審議事項」 
1. 2 人目の副機構長の選任について 
2. 宮城教育大学情報活用能力育成機構に置く下部組織に関する申合せ（案）の制定について 








7. CIT の新システムへの移行について 
8. テック・サポーター及び TA の活用について 











▼ 情報活用能力育成機構運営委員会（第 4 回）：令和 2 年 5 月 29 日 
「報告事項」 
1. 次期研究・教育支援用電子計算機システムについて 
2. 令和 2 年度補正予算「大学等における遠隔授業の環境構築の加速による学修機会の確保」の申
請について 







3. 令和 3 年度概算要求について 
4. 遠隔授業関連の状況報告及び各調査等の実施について 
 









▼ 情報活用能力育成機構運営委員会（第 5 回）：令和 2 年 11 月 17 日 
「報告事項」 
1. 研究・教育支援用電子計算機システムについて 
2. GIGA スクール端末の調達状況について 
3. 総合的技術支援について 
4. 福島大学との情報セキュリティ相互監査について 
5. 令和 3 年度入学者の指定 PC について 
6. その他（令和 2 年度内の Google との契約について） 
「審議事項」 
1. 兼務教員の委嘱について 
2. 第 3 期中期目標・中期計画の進捗状況について 
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6. RPA の導入について 
 














・令和 2 年 4 月 2 日「遠隔授業方法に関する講習会」を実施 
・令和 2 年 4 月 22 日「遠隔授業説明会」を実施 
・令和 2 年 6 月 3 日「遠隔授業情報交換会」を実施 
 
➢マニュアル・ノウハウの公開 















・モバイル Wi-Fi ルーターの貸与（第 1 回）について→2 名 
・モバイル Wi-Fi ルーターの貸与（第 2 回）について→1 名 
・モバイル Wi-Fi ルーターの貸与（第 3 回）について→3 名 
・モバイル Wi-Fi ルーターの貸与（2 月）→0 名 
 
➢文部科学省補助金 




















・令和 2 年 9 月 27 日 情報教育研修担当者会議（第 1 回）を実施 
 
➢令和 2 年 10 月 28 日 オンライン授業 Google Classroom・Meet のバックアップ体制としての
Microsoft Teams の利用方法 
 →第 1 回情報活用能力育成機構研修会兼令和 2 年度 FD 研修会（第 1 回）として開催 
司会者  村上タカシ准教授 
説明者  黒川修行准教授，福井恵子助手 
 
➢令和 2 年 11 月 25 日 オンライン授業  「大学情報教育の変革－学校現場から大学へ」 
→第 2 回情報活用能力育成機構研修会兼令和 2 年度 FD 研修会（第 3 回）として開催 
司会者  吉田剛教授 




➢令和 3 年 3 月 1 日 講義や授業で活用するためのオンラインスキル 
 →第 3 回情報活用能力育成機構研修会兼令和 2 年度 FD 研修会（第 5 回）として開催 





・令和 2 年 10 月 15 日 紀要担当者会議（第 1 回）を実施 
・令和 2 年 10 月 21 日 紀要担当者会議（第 2 回）を実施 
・令和 2 年 10 月 28 日 紀要担当者会議（第 3 回）を実施 
・令和 2 年 12 月 13 日 紀要担当者会議（第 4 回）を実施 
・令和 2 年 12 月 11 日 紀要担当者会議（第 5 回）を実施 
・令和 2 年 12 月 22 日 紀要担当者会議（第 6 回）を実施 
・令和 3 年 11 月 17 日 紀要担当者会議（第 7 回）を実施 
・令和 3 年 11 月 15 日 紀要担当者会議（第 8 回）を実施 
 
・紀要投稿締切日 令和 3 年 1 月 22 日 
・紀要提出論文査読報告日 令和 3 年 2 月 10 日 
・紀要査読後第一修正締切日 令和 3 年 2 月 18 日 
・紀要査読後第二修正締切日 令和 3 年 3 月 3 日 
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 3811 名     2021 年 2 月現在 
 （うち学生数は 1720 名） 
 （うち非常勤講師数は 190 名） 
  本学では，コロナ禍における遠隔授業のツールに Google Meet を採用した。 
  このため，本学の Google アカウント取得の必要性から非常勤講師の登録が増加した。 
 
【キャンパス無線 LAN の利用】 








3 つの演習室の特徴は，第 1 演習室では iMac 32 台があり芸術系に向けたソフトウェアを揃え
ている。第２演習室は Windows 83 台，また第 3 演習室は Windows と MacBook Pro 計 35 台







月曜 3～4 コマ デザイン基礎 




火曜 3～4 コマ  デザイン 2A 
火曜１～5 コマ    物理学実験 
水曜 3 コマ     情報芸術演習 






火曜 4～5 コマ  情報社会の安全対策と倫理 
木曜 4～5 コマ  デザイン１ 




火曜 5 コマ  情報ネットワーク論 
金曜 1 コマ 情報技術 










▼大学全体の回線使用率 Host: bara.net (FireWall)  
 
 
▼上杉地区 kamisugi-pix (FireWall) Interface - Traffic (bits/sec) B-フレッツ OCN 
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▼水の森地区 mizunomori (jyoshi) Interface - Traffic (bits/sec)」B-フレッツ OCN 
   
 
 ▼男子寮 
   
  
▼Eduroam 













     
▼http アクセス 





2019 年 12 月～2020 年 3 月 
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2020 年 2 月～8 月（6 か月ログ） 
 
 
2020 年 5 月～11 月（6 か月ログ） 
 
 









コロナ禍での遠隔授業では Classroom と Meet を駆使して行った。 

















コロナ禍での遠隔授業では Classroom と Meet を駆使して行った。 



























2020 年 5 月～11 月（6 か月ログ） 
 
 








2020 年 5 月～11 月（6 か月ログ） 
 
 













当番 時間 常駐場所 
日番（1 名） 月～金 13：30-16：30 なし（オンラインサポート） 
＜後期＞  
当番 時間 常駐場所 
午前番（1 名） 月～金  9：00-13：00 事務室 




















掲示場所は，第 1 ～ 2演習室，学内掲示板，情報基盤推進室事務室前，大
学生協の計 5 ヶ所。事務室前の掲示はギャラリーとしている。 
 





















































2020 年 10 月 
情報活用能力育成機構 
 











は約 65%）。授業時間外で課題等を提出させて確認する方法は，約 49%の教員が全体の 2/3 以
上～毎回実施していた。 
 使用したツールは，約 90%の教員が Classroom を全体の 2/3 以上～毎回使用していた。Meet
は約 65%の教員が全体の 2/3 以上～毎回使用していた。 
 データダイエット対策としては，テレビ会議を使用する際に学生のカメラを OFF にさせている教員
















 Zoom の反応機能のようなものを Meet でも使えるようにする nod という拡張機能を使用し，学生の
反応を確かめながら話を進めるようにした。 


































前期実習での ICT 活⽤の主なコメント（⼀部） 
 木材加工実験実習の授業において，設計・製図等，自宅でできるような点については，非同期型











































前期実習での ICT 活⽤の主なコメント（⼀部） 
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Google Form による方法については「出欠確認や質問・感想の集計を Google Form で行ったため効
率的だった」や「即時に出欠確認や課題提出確認ができることにより，学生へのアドバイスや連絡がスム
ーズにできる」といったオンラインならではの利点も挙げられていた。一方で，この方法には，授業には
出ていないが Form に回答だけするといった抜け道も存在する。良案があれば共有していただきたい。 
 
⼤問 3︓講義形式の授業を提供するために使⽤した⼿段 
Meet と比べると Zoom の方が多機能であり，痒いところに手が届く利点がある。その反面で，多機能
な分シンプルさに欠けて複雑であるという欠点や，インストールが必要という手間，セキュリティに対する



































前期の間に，Google のサービスにトラブルが生じ一時的に利用できなくなることが 2 度ほど
あった。そうした場合の代替手段として，Microsoft Teams を利用可能にした。Teams でもテ
レビ会議や，ファイル共有が可能である。このアプリはWindowsのアップデートで自動的にイ
ンストールされるので，学生の PC にも基本的に準備できているものである。 












ソフトウェア【Camtasia】，ソフトウェア【スーパーメディア変換！】(Windows 版)  
 
テレビ会議での遠隔授業機器を貸し出します 





学校などでの授業実践撮影⽤の 360 度撮影可能なカメラを貸し出します 
360°カメラ【RICOH THETA Z1】 
 
⾮常勤講師⽤ PC を貸し出します 
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 数名の学生が通信環境が不安定で Meet を出たり入ったりを繰り返すことがあったが，毎回ではなかった。全
体としては，ネットワークも比較的安定していたので，大きなトラブルは無かった。 
 学生の体調や疲労感等の様子を確認することが難しい。 





































 Classroom の UI のアップデートに追いつくことが困難だった。 
 少数の学生の通信の遮断が時々起こってしまうこと（確率的に仕方ないかと思います）。また，Meet ですと，
Zoomより小グループ活動をするのが，面倒だという学生の反応でしょう。（私はMeetしか使わなかったです。） 
 Meet で 15 回実施したが, 最初の頃はチャットで質問があったが, 後半になって, チャットを利用した質問が少




 学生側のネットワーク環境により，Meet から退室するケースがあった 
 ネットワークの不安定性 
 学生の反応や空気感が掴めない。 
 全員で意見を交わすという形が取りにくい。どうしても 1 人だけを指名して答える形になる。 











 最初は Google の設定等の説明があまりなく，自分で解決すること多く大変だった。 
 学生の受信環境に差があると感じました。 
 停電になった時に，パソコンを充電しておいても，Wi-Fi が使用できなくなる。 
 学生のアカウント名の表記がバラバラで名簿管理ができない 
 Google Form で提出したのに届いていない問題が複数あり，当該受講生に確認をとる必要があった。 





 学生側に Wi-Fi 接続が不安定なケースがときどきあった。 








 PC で再生する音声を直接オンライン会議システムへ送ることができない。 
 学生同士の協働が難しい，(2) 学生の学習をモニタリングできないので，細やかなアセスメント・フィードバック
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 付箋紙ワークや，個別 Meet を用意して，オンラインでもアクティブ・ラーニングができるよう心掛けた。 















 学生からの要望を取り入れ，概論の 90 分授業のうち前半 20 分程度はリアルタイムでの前回授業の補足と質
問時間を設け，70 分でオンデマンドでの本編講義を行った。 
 それなりのペックをもつ PC を新たに購入し，環境を整備した。 
 教員複数の場合は，集音マイクを使用し，多数の声が拾えるようにした。 
 動画は 10 数分を目安に作成し，説明を聞き取りやすいようにアフレコで対応した。 
 一方で，学生が動画をあまり視聴しなくても課題などが作成できてしまうことを防ぐために，パスワードつきの

















 授業内で質問して，Classroom の課題にその回答を入力させた。授業後に採点した。 
 なるべく受講生の発言機会を設ける。質問やコメントなどを Forms に記入させ，次の授業のとき全体でシェア
する。 




 毎回のスライドは図を入れたり, スライドのみでも十分理解できるように作成し, 授業の数日前にアップロードし, 
メールで周知した。 













 20 部屋ほど Meet を設定して多人数によるグループワーク，相互発表等を実施 









 前項 1．および 2．に対応するため，学生(受講者)と同じ環境(アカウント)を別に準備し，別 PC および別回線
で接続して同時確認した 
 学生が PC(画面)注視に固定されることによるストレスを避けるため，定期的に休憩をとった" 
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 前項 1．および 2．に対応するため，学生(受講者)と同じ環境(アカウント)を別に準備し，別 PC および別回線
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 Wi-Fi 環境が十分ではない学生を考慮して，カメラのオンオフの時間を調整して授業を行った。 
 トラブル回避として PC だけでなくタブレット，スマートフォンなどデバイスを増やした。ノートパソコンとディスプ
レイをつなぎデュアルディスプレイにして行った。キャッシュをクリアにした。 
 授業時間内に学生の回答に対するフィードバックができるように，Google Form で課題を提示しました。 
 黒板の前で無観客授業を自撮りして，編集して，時間的には 3 分の 1 くらいに圧縮して，講義ビデオ 35 本(1












を Meet で作って，そこで何回か同じグループで活動をさせたりした。 
 時間を短くしたこと。字幕付け 











































 オンライン授業を録画し，授業後に YouTube にアップし，復習に活用してもらった。 
 資料の共有が容易。その場でウェブ上の情報を検索して共有することもできる。演習などお互いに気心の知
れたメンバーだと，オンラインのほうが意見を言いやすい場面もあった。 







 全体を通じて 45 問を提示し, 全ての問を各自が解いた大学ノートで最終レポートとした。普段の Google 
Classroom のコメントやメールで質問等を受け付けた。最終レポートからは, 今回のオンライン授業は勉強熱




















 授業で扱う素材や，学生からのフィードバックを，通信を行う PC 本体内で処理することで，一括管理できる 
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 授業で扱う素材や，学生からのフィードバックを，通信を行う PC 本体内で処理することで，一括管理できる 





































 授業実践の動画を YouTube に UP することで，何度でも視聴して学びを深めことができる 
 資料の共有が明示的になる。はっきりここを読んでほしい，ここをやっているということが示せるところが良い。 
























の解説の要点を Meet のチャット欄にも逐一記載しました。 
 クラスルームでフォームを使って課題に取り組ませた場合，設定によっては提出後再度同じフォームにアクセ
スできなくなり見直しや復習に支障があるとの指摘がありました。 
 対策としてフォーム内容を pdf 化して別途閲覧可能としました。 
 聴覚障害を持っている学生が授業したときは，Google Document の自動文字おこし機能を用い，間違った

























 字幕は 2 行以内に収めるよう調整する，・学生の目の負担を考慮し，150%の字幕文字サイズで見やすいよう
調整する， 
 PowerPoint のスライド資料については，字幕とスライドの情報が重ならないようスライドの下部（1/5 位？）は








 動画を再生する際，基本的に「YouTube に使用を許可しているライセンス所持者」のみを使用しました。 










 授業実践を UP する際に，校長先生はじめ授業者に了解を得た 
 特にないと思う。個人情報については気をつけた。 
 YouTube の自動字幕機能を活用したこと（かなり修正は必要だったが，ゼロから自分で行うよりはマシだった） 
 字幕付け（独自に行なった） 




内容(試験に関する情報など)をまとめ，Classroom の stream に載せるよう心がけていました。 
 I did my best. 
 リアルタイムの場合は UD トークを，オンデマンドの場合は音声認識ソフトで文字化したものを添えることを行
った。 
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